
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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当該値 26.1 31.1 35.0 37.5 42.1 当該値
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27,299,217 27,351,860 27,463,783 29,143,566 29,180,20269.4 当該値

8.1

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和元年度は、①緊急時の入院受入れ体制の充
実、②病床利用率80％の達成、③医療・福祉との
連携強化、外来救急・ウォークインへの適切な対
応の３点を目標として取り組んだ。
　引き続き政策医療を担う県立精神科病院とし
て、精神科救急、ｍ-ＥＣＴ（修正型電気痙攣療
法）、クロザピンの投与等の専門医療、アルコー
ル・薬物依存症、児童・思春期、青年期の精神疾
患への専門医療など、多職種チームによる高度な
専門医療を提供し、他の医療機関では治療困難な
精神疾患を持つ患者の受入れを行っていく。
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89.7 平均値 8.4 8.1 8.1 7.97,891 平均値 84.6 85.6 86.5 87.621,604 平均値平均値 20,395 20,681 21,037 21,418

69.0 74.1 71.6 73.06,363 6,234 6,576 6,747 6,963 当該値
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当該値 27,183 26,821 27,120 27,093 27,429 当該値
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・令和元年度は、類似病院平均値が下がる中、経
常収支比率、医業収支比率ともに前年度を上回っ
た。これは、入院診療単価の高単価維持、外来デ
イケア、訪問看護の利用者増による。
・病床利用率は、措置入院件数の減少により前年
と比較して下回った。
・職員給与費対医業収益比率は、退職者の増加に
より減少した。
・材料費対医業収益比率は、高額薬剤使用の増加
や材料費の増加により、前年度を上回る比率と
なった。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 ・有形固定資産は病院建築後の年数が浅いため、
当面は施設維持に多額の費用を要する見通しはな
い。しかし、徐々に設備の修繕が増えていること
から、今後施設の適切な管理を行い長寿命化を図
るとともに、将来の大規模修繕・増改築に備える
必要がある。
・器械備品については、平成30年度に医療情報シ
ステム（電子カルテ）更新を行ったため、元年度
は減価償却率が上昇した。その他の器械備品につ
いては償却率の上がり方の傾向から、今後入替え
やメンテナンス等の費用が増加することが予想さ
れる。

R01 H27 H28 H29

5.3 5.2 5.7 5.7 6.070.8 当該値

平均値 74.8 73.4 72.3 72.1 69.8平均値 184.4 163.2 179.0 176.9 177.9平均値 69.8 69.4 68.9 68.4 66.9平均値 101.1 101.2 100.9 100.9 99.7

当該値 78.3 77.4 80.4 79.7 79.2当該値 0.0 3.6 0.1 0.5 1.964.7 69.3 67.3 68.5当該値 100.8 96.7 99.9 97.2 98.3

Ⅰ 地域において担っている役割
　24時間体制の精神科救急医療、アルコール・薬
物依存症、児童・思春期精神医療など多職種チー
ムによる専門医療を提供している。また、他の医
療機関では治療困難な精神疾患を持つ患者を全県
から受入れている。認知症医療については、地域
の関係機関と連携し、近隣市町村で進める認知症
ケアパスに参加している。
 また、県内の精神科医療の向上に寄与するた
め、「精神科研修・研究センター」を設置し、医
師や医療スタッフの育成や調査・研究に力を入れ
ている。H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 70.3

- 年度 平成22 年度 - 年度

-

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 10,170 非該当 １０：１ - -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 1 - - - 129 - 129

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 精神科病院 精神病院 非設置 -

経営比較分析表（令和元年度決算）
長野県地方独立行政法人長野県立病院機構　こころの医療センター駒ヶ根

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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